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日
頃
、
点
字
図
書
や
録
音
図
書

製
作
等
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
奉
仕
員
の
皆
様
へ
の
敬
意
と
感

謝
を
表
す
場
で
あ
る
「
奉
仕
員
の

つ
ど
い
」
が
、
７
月
1₉
日
（
火
）

ア
イ
ー
ナ
、
会
議
室
８
０
４
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
3
年
ぶ

り
に
「
奉
仕
員
の
つ
ど
い
」
と
し

て
記
念
講
演
も
行
わ
れ
、
公
益
財

団
法
人
盛
岡
市
文
化
振
興
事
業
団

盛
岡
て
が
み
館
の
佐
々
木
章
行
学

芸
員
を
講
師
に
お
迎
え
し
「
啄
木
・

京
助
・
胡
堂
」
と
い
う
演
題
で
、

本
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
も
人
気
と

な
っ
た
啄
木
鳥
探
偵
処
か
ら
、
岩

手
に
ゆ
か
り
の
あ
る
石
川
啄
木
、

金
田
一
京
助
、
野
村
胡
堂
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
関
わ
り
に
つ

い
て
ユ
ー
モ
ア
も
交
え
な
が
ら
楽

し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

話
は
発
見
の
連
続
で
、
時
折
会
場

か
ら
声
が
上
が
る
な
ど
、
大
変
有

奉
仕
員
の

つ

ど

い

令和
４年度

意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
年
度
表
彰
を
受
け
ら
れ
た

方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

奉
仕
員
の
つ
ど
い
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
）

◎
岩
手
県
社
会
福
祉
事
業
団

理
事
長
感
謝
状

阿
部
道
代 

 （
音
訳
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
図
書
館
協
会
会
長
感
謝
状

小
野
寺
洋
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

小
川　
文
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

松
本
美
由
紀

（
点
訳
奉
仕
員
）

菅
原
千
江
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

中
村
眞
理
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

長
山
美
季
子（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

片
倉　
恒
子（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会
長
感
謝
状

石
垣　
　
淳

（
点
訳
奉
仕
員
）

志
田
千
枝
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

菊
池　
孝
則

（
点
訳
奉
仕
員
）

髙
橋　
節
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

古
内　
友
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

千
葉　
幸
喜（
音
訳
校
正
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会

理
事
長
感
謝
状

遠
藤　
早
苗

（
点
訳
奉
仕
員
）

川
島　
綾
花

（
点
訳
奉
仕
員
）

花
原　
貴
子

（
点
訳
奉
仕
員
）

◎
岩
手
県
立
視
聴
覚
障
が
い
者

情
報
セ
ン
タ
ー
所
長
感
謝
状

梅
垣　
泰
子

（
音
訳
奉
仕
員
）

澤
谷
ひ
ろ
み

（
音
訳
奉
仕
員
）

長
山
美
季
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

そ
の
ほ
か
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
）

◎
公
益
財
団
法
人
鉄
道
弘
済
会
主

催
﹁
第
52
回
朗
読
録
音
奉
仕
者

感
謝
の
集
い
﹂

朗
読
録
音
奉
仕
者
地
区
表
彰

梅
野　
正
子
（
音
訳
奉
仕
員
）

デ
イ
ジ
ー
編
集
奉
仕
者
地
区
表
彰

齋
藤　
正
子（
デ
ジ
タ
ル
録
音
図

書
編
集
奉
仕
員
）

皆
様
お
一
人
お

一
人
の
奉
仕
に
、

心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。

     

記念講演を聴講されている皆様
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８
月
10
日
（
水
）、﹃
夏
休
み
子

ど
も
体
験
会
～
み
え
な
い
っ
て
、

ど
ん
な
こ
と
？
～
﹄
を
開
催
し
、

３
組
７
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

約
１
時
間
の
体
験
の
メ
イ
ン
は
、

映
写
室
を
真
っ
暗
に
し
て
の
暗
闇

体
験
で
す
。
手
で
壁
を
触
り
な
が

ら
慎
重
に
歩
き
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
見
え
な
い
と
距
離
の
感

覚
が
わ
か
ら
な
く
な
る
」
と
い
っ

た
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
声
を
ガ
イ
ド
に
鈴
の

入
っ
た
ボ
ー
ル
を
パ
ス
し
た
り
、

視
覚
に
頼
ら
な
い
ゲ
ー
ム
を
し
ま

し
た
。
暗
闇
体
験
の
最
後
に
、
似

た
形
状
の
物
の
中
か
ら
指
定
さ
れ

た
物
を
選
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

途
中
の
ヒ
ン
ト
を
頼
り
に
、
み
ん

な
大
正
解
！　

市

販
の
商
品
に
、
点
字

や
触
っ
て
分
か
る
印

が
つ
い
て
い
る
こ
と

を
知
ら
な
か
っ
た
人
も
多
く
、
新

た
な
発
見
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
後
は
部
屋
を
移
動
し
、
自
分
の

名
前
を
点
字
で
書
い
た
り
、iPad

で
便
利
な
ア
プ
リ
を
体
験
し
た
り

と
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

皆
さ
ん
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
て
、

こ
の
体
験
が
視
覚
障
が
い
者
へ
の

理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
は
11
月
に
体
験
会
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。
多
く
の
人
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
楽
し
い
企

画
を
考
え
て
い
ま
す
。

〜
み
え
な
い
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
？
〜

〜
み
え
な
い
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
？
〜

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

夏
休
み
子
ど
も
体
験
会

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

９
月
1₈
日
（
日
）
に
ア
イ
ー
ナ

会
議
室
８
０
４
に
て
、当
セ
ン
タ
ー

主
催
、
岩
手
県
立
図
書
館
共
催
に

よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
開
場
前
か
ら
行
列

が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
で
、
5₄
名

の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
無

事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

上
映
作
品
は
、

芥
川
賞
作
家
で

遠
野
市
出
身
の

若
竹
千
佐
子
原

作
「
お
ら
お
ら
で

ひ
と
り
い
ぐ
も
」。

夫
に
先
立
た
れ

ひ
と
り
暮
ら
し

の
主
人
公
の
女

性
が
、
孤
独
の

先
で
新
し
い
世

界
を
見
つ
け
る

物
語
を
ユ
ニ
ー
ク
な
表
現
で
描
い

た
作
品
で
す
。
コ
ミ
カ
ル
な
場
面

で
は
会
場
内
か
ら
笑
い
声
も
あ
り
、

映
画
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
音
声
解
説
や
字
幕

が
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
映
画
の
内

容
を
深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会
を
通
じ

て
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰

も
が
映
画
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
、
障
が

い
を
お
持
ち
の
方
の

社
会
参
加
に
つ
い
て

考
え
て
い
た
だ
く
機

会
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー

バ
リ
ア
フ
リ
ー
映
画
会

映
画
会

 

「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」

「
お
ら
お
ら
で
ひ
と
り
い
ぐ
も
」

鈴の入ったサッカーボールが
懐中電灯に照らされています

映画会にお集まりの皆様
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視視視

聴聴聴

部
門

部
門

令
和
４
年
度
奉
仕
員
養
成
講
習
会
開
講

意
思
疎
通
支
援
者（
手
話
通
訳
者・要
約
筆
記
者
）養
成
事
業

２
年
間
の
講
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

令
和
４
年
度
の
視
覚
部
門
奉
仕

員
養
成
講
習
会
は
21
人
か
ら
申
込

み
を
い
た
だ
き
、
５
月
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
５
月
1₉
日
（
木
）

に
奉
仕
員
合
同
講
習
会
が
行
わ
れ
、

県
障
が
い
保
健
福
祉
課
の
淺
沼
主

幹
兼
障
が
い
福
祉
担
当
課
長
か
ら
、

県
内
の
身
体
障
が
い
者
の
状
況
や

取
り
巻
く
環
境
、
法
律
等
に
つ
い

て
詳
し
く
説
明
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
当
セ
ン
タ
ー
の
中
村
点
字

校
正
員
か
ら
「
み
え
な
い
人
た
ち

の
暮
ら
し
と
情
報
環
境
」
と
題
し
、

当
事
者
の
視
点
も
交
え
な
が
ら
お

話
し
ま
し
た
。

受
講
者
の
皆
様
に
は
点
字
図
書

や
録
音
図
書
の
意
義
を
よ
り
深
く

理
解
す
る
機
会
と
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

合
同
講
習
後
は
、
点
訳
、
音
訳
、

音
訳
校
正
、
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書

編
集
の
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

意
思
疎
通
支
援
者
（
手
話
通
訳

者
・
要
約
筆
記
者
）
の
養
成
は
、
当

セ
ン
タ
ー
の
数
あ
る
事
業
の
中
で

も
重
要
な
も
の
の
一
つ
で
す
。
養
成

期
間
は
お
お
む
ね
２
年
で
、
今
年

度
は
１
年
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
者
は
７

月
３
日
に
開
講
し
ま
し
た
。
受
講

者
は
４
名
で
、
今
年
度
は
３
月
５
日

ま
で
全
1₈
回
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
は
手

書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。手
書
き
コ
ー

ス
は
受
講
者
９
名
、パ
ソ
コ
ン
コ
ー

ス
は
５
名
で
、
８
月
2₈
日
に
開
講

し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も

３
月
12
日
ま
で
全
13
回
の
講
習
を

行
い
ま
す
。

現
在
岩
手
県
で
は
、
手
話
通
訳

者
6₉
名
、
要
約
筆
記
者
₈1
名
が
意

思
疎
通
支
援
者
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
意
思
疎
通
支
援
者
は
、

各
講
師
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ
て
養
成
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
受
講
者
が
不
安

と
な
ら
な
い
よ
う
、
ご
協
力
も
い

た
だ
き
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
行
い
、

来
年
度
の
新
た
な
奉
仕
員
誕
生
を

楽
し
み
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

聴
覚
障
が
い
者
の
情
報
保
障
の
担

い
手
と
し
て
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
十
分
な
人
数
で
あ
る
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

今
年
度
の
受
講
者
が
、
将
来
の

意
思
疎
通
支
援
者
と
し
て
活
躍
で

き
る
よ
う
、
講
師
の
皆
様
の
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
養
成

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

点訳奉仕員養成の様子
講師の説明をしっかり聴いています

要約筆記者養成講習会
開講式（8/28）で岩手県中途失聴・難聴者協会の
畠山理事長が激励しました
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「
昭
和
レ
ト
ロ
を
満
喫

「
昭
和
レ
ト
ロ
を
満
喫
!!

マ
ル
カ
ン
ビ
ル
大
食
堂
」

マ
ル
カ
ン
ビ
ル
大
食
堂
」

障
害
者
放
送
通
信
機
構
「
目
で

聴
く
テ
レ
ビ
」
は
聴
覚
障
が
い
者

の
た
め
の
放
送
局
。
全
国
各
地
の

番
組
な
ど
を
手
話
・
字
幕
付
き
で

放
送
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
聴
覚

障
害
者
情
報
提
供
施
設
が
同
局
に

対
し
て
番
組
制
作
協
力
を
行
っ
て

お
り
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
今
回
提

供
し
た
番
組
は
、「
昭
和
レ
ト
ロ
を

満
喫
！　
マ
ル
カ
ン
ビ
ル
大
食
堂
」

で
す
。

花
巻
市
民
に
愛
さ
れ
、
惜
し
ま

れ
つ
つ
２
０
１
６
年
６
月
に
閉
店

し
た
マ
ル
カ
ン
百
貨
店
。
そ
の
６

階
に
あ
っ
た
展
望
大
食
堂
が
「
マ

ル
カ
ン
ビ
ル
大
食
堂
」
と
し
て
翌

年
２
月
に
復
活
！　
昭
和
レ
ト
ロ

な
面
影
が
漂
う
店
内
の
雰
囲
気
や

メ
ニ
ュ
ー
は
当
時
の
ま
ま
。
箸
で

食
べ
る
名
物
の
10
段
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
は
高
さ
が
約
25
㎝
も
あ
り

ま
す
。
人
気
の
マ
ル
カ
ン
ラ
ー
メ

ン
や
ナ
ポ
リ
か
つ
な
ど
、ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
の
手
づ
く
り
料
理
を
お
手

頃
価
格
で
味
わ
え
る
、
昭
和
レ
ト

ロ
な
マ
ル
カ
ン
ビ
ル
大
食
堂
を
紹

介
し
ま
す
。

目
で
聴
く
テ
レ
ビ
で
９
月
20
日

（
火
）
か
ら
放
送
開
始
！　
目
で
聴

く
テ
レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
方
も
当

セ
ン
タ
ー
で
視
聴

で
き
ま
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
！

8
月
26
日(
金)

、
令
和
4
年
度

市
町
村
意
思
疎
通
支
援
事
業
関
係

職
員
向
け
研
修
会
を
開
催
。
こ
れ

は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
意
思
疎

通
支
援
事
業
の
業
務
を
担
当
す
る

職
員
や
手
話
通
訳
者
及
び
要
約
筆

記
者
（
以
下
、
意
思
疎
通
支
援
者
）

の
派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う

職
員
を
対
象
に
、
聴
覚
障
が
い
者

や
意
思
疎
通
支
援
者
へ
の
知
識
・

理
解
を
深
め
る
研
修
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
円
滑
な
事
業
と
適
切
な

派
遣
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
今
年
度
で
5
回
目
と

な
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
岩
手
県
及
び
13
の

市
と
町
か
ら
21
名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
、
午
前
中
は
、
当
事
者
の

立
場
か
ら
意
思
疎
通
支
援
事
業
に

望
む
こ
と
や
、
そ
の
活
用
場
面
と

課
題
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
職
員
か

ら
お
話
し
し
ま
し

た
。
ま
た
、
岩
手

県
で
も
導
入
に
向

け
て
検
討
中
の
「
遠

隔
手
話
通
訳
」
に

つ
い
て
、
県
の
進
捗
状
況
や
、
既

に
導
入
し
て
い
る
宮
古
市
や
一
関

市
の
取
組
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

お
話
し
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
ま

し
た
。
午
後
は
、
意
思
疎
通
支
援

事
業
に
お
け
る
他
機
関
と
の
連
携

や
、
日
々
の
相
談
対
応
の
状
況
等
、

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
現
状
や
課

題
等
に
つ
い
て
の
意
見
・
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は
、
他
の
自
治
体
の
状
況
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ
た
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
意
思
疎
通
支
援
事

業
が
聴

覚
障
が

い
者
の

皆
様
に

と
っ
て

利
用
し

や
す
い

も
の
と

な
る
よ

う
努
め

て
ま
い

り
ま
す
。

令
和
４
年
度

令
和
４
年
度

市
町
村
意
思
疎
通
支
援
事
業
関
係
職
員
向
け
研
修
会

市
町
村
意
思
疎
通
支
援
事
業
関
係
職
員
向
け
研
修
会

目
で
聴
く

テ
レ
ビ

放
送
開
始

当センター職員からの講義を熱心に聴
講されている市町村担当の皆さん
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「タペストリー」は当センター
ホームページからでもご覧になれます。お知らせ

秋の味覚はおいしいものがたくさんあ
りますね。私は小学生のころに食べた「焼
き芋」の味が忘れられません。その当時、
学童クラブで焼き芋会をした思い出があ
ります。みんなでサツマイモをアルミホ
イルで包み、落ち葉の「たき火」の中へ
投入していきます。30分ほど待つと、
一人に一つずつ出来立ての焼き芋が配ら
れました。学童クラブ職員さんのすすめ
でバターを付けて食べましたが、じゃが

バターのようにコクが出ておいしかった
のを覚えています。今度焼き芋を食べる
ときは、久しぶりにバターを付けて食べ
てみようと思います。皆さんのおすすめ
の秋の味覚は何で
しょうか。今年も
秋の味覚を楽しみ
たいですね。

次回は西村千恵子 IT推進専門員にバトンタッチ

発行／岩手県立視聴覚障がい者情報センター
　　　〒 020︲0045　岩手県盛岡市盛岡駅西通 1︲7︲1　いわて県民情報交流センター（アイーナ）4F
　　　TEL 019︲606︲1743　　FAX 019︲606︲1744　　メール　iwatesan@aiina.jp
　　　URL　https://www.aiina.jp/site/sityoukaku/
　　　次回　令和５年２月頃発行予定
「タペストリー」とは
皆で持ち味や個性を織り糸にして、創りあげるセンター、との願いです。感想・ご意見等ありましたら、お寄せください。

＊子ども体験会開催
～みえないって、どんなこと？～
開催日：令和４年11月12日（土）
会　場： 岩手県立視聴覚障がい者

情報センター　
研修室・映写室

詳細は、決まり次第お知らせします。

焼き芋の思い出
情報支援員　吉田　貴博

＊電話リレーサービス地域講習会開催
日　時：10月22日（土）13：30～15：30（受付13時～）
会　場：釜石情報交流センター　会議室
参加費：無料　申込締切り：10月15日
問合せ・申込み先：FAX 019-606-1744　
TEL 019-606-1743　メール iwatesan@aiina.jp

同時開催：字幕（手話）入りビデオ　移動ライブラリーも！

＊児童向けワークショップ「ほしぞらリウム」開催
日時：11月３日（木・祝）
詳細は、決まり次第お知らせします。

エッセイエッセイ
リレーリレー

dede
職員

視覚部門 聴覚部門


